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レーザー顕微鏡は光源にレーザーを使用した光学顕微
鏡の一種で、µm～nmの立体的な微細形状を非接触で
取得することができます。また電子顕微鏡のように試料の
コーティングなどの前処理が不要で手間が少ないという
特徴もあります。
本装置はガラスのような透明体の表面形状測定が可能

です。図1はスライドガラスにのせたカバーガラスの表面
形状で、4µmの範囲内で高さを色分けして表示していま
す。
さらに透明膜の場合、膜の表側と裏側のそれぞれで反射

光強度が大きくなるという特性を利用して膜厚の測定も
可能です。図2はカバーガラスの断面像です。緑色の領域
上側の境界はカバーガラス表面形状です。同様に下側の
境界は裏側の形状となります。青色の領域はスライドガラ
スとカバーガラス間の隙間と考えられます。カバーガラス
の屈折率1.52を補正値として計算すると厚さは142µm
でした。比較のためにマイクロメーターで測定した厚さは
143µmであり、同等の結果が得られました。

レーザー顕微鏡は開放機器として半日単位で利用可能
です。ご興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

レーザー顕微鏡による透明体計測

図1　カバーガラスの表面形状

図2　カバーガラスの補正前断面像
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